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※ 搬送ベルトに関する情報を無料でお届けします。ご不要の際はご面倒ですが、御社名をご記入頂き、FAX06-6465-0708 へ 

ご返信くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

～ベルトコンベヤ設備をお持ちの皆様にお役に立つ情報をお届けします～ 

◆YOSHINO ワンポイント情報！◆ 

【ベルト裏面クリーナ・Ｖ型クリーナ】 

ベルトコンベヤのクリーナ装置といえば、搬送面をヘッド
プーリ付近で掻き取るクリーナが一般的ですが、それとは
別にテールプーリに異物を巻き込まないよう、ベルトの裏
面に設置されるクリーナがあります。 
ＪＩＳなどで名称の定義が特に無く、形状からＶ型・Ａ型・三角クリーナまたは

スクレーパなど、メーカにより様々な名称で呼ばれています。単純にベルト裏面ク
リーナと呼ばれる場合もあります。 
このクリーナの機能は、『荷こぼれなどによりベルトの裏面に乗った物がテール

プーリに噛み込むのを防ぐ』ことで、ベルトの損傷や、プーリ付着物によるベルト
片寄りの発生を抑止する重要な部品です。しかし、このクリーナを装備している場
所があまり目立たないため、点検を見落としていることが良くあります。 
 
このクリーナの構造は、Ｖ型のフレームにゴム板（スクレーパ）を取り付けた

ユニットをコンベヤフレームから吊下げ、ベルトに引きずるような形で使うのが一
般的です。幅の狭いベルトに設置する場合は、このＶ型形状のクリーナユニットの
重量は軽い（５ｋｇ前後）ですが、１０００Ｗを超える場合はクリーニングユニッ
ト重量が１０ｋｇを超えるため、ユニットの自重をダイレクトにベルトへ預けると、
クリーナゴムの摩耗が早くなり、取替頻度が増します。 

摩耗を放置した場合、露出した鉄のフレームがベルトと接触して、ベルトにダ
メージを与える恐れがあるので、一定以上にユニットが下がらないよう後端も吊っ
た構造にするなどの工夫を施すことでそれぞれの損傷リスクを軽減し、コストダウ
ンにも寄与します。 

 
コンベヤベルトに触れる場合は、 

必ず『キーロック』を行なってから、

触診、点検を行ないましょう 

冬の凍結に強い 
エコロンローラ！ 

ベルトとローラが凍りつく

現象を防止します。 


